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（一）

は

じ

め

に

近
世
関
所
の
基
本
性
格
・
機
能
を
決
定
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
関
所
の
設
置
年
代
及
び
地
理
的
分
布
の
状
況
を
考
慮
す
る
必
要
性

を
別
稿
で
は
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
本
来
的
に
は
関
所
機
能
の
最
た
る
武
器
改
め
・
女
改
め
の
実
態
と
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
幕
藩
制
支

配
に
占
め
る
関
所
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
お
乙
な
う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
幕
府
と
小
田
原
藩
と
の
関
連
に
お
い
て
東
海
道

箱
根
関
所
を
と
り
あ
げ
、
江
戸
前
期
に
お
け
る
関
所
機
能
の
実
態
究
明
の
前
提
と
し
て
、
若
干
の
素
描
を
こ
こ
ろ
み
る
に
と
と
め
た
い
。

近世関所及び番所の研究（丸山）

註

（1
）
拙
稿
「
近
世
関
所
及
び
番
所
の
研
究
け
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
一
九
号
、
昭

ω）。

f、、
一一、、J
小
田
原
城
番
・
藩
制
と
箱
根
関
所

近
世
関
所
と
し
て
の
箱
根
関
所
は
、
天
正
十
八
年
八
月
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
時
を
原
型
と
し
て
、
元
和
信
武
後
の
元
和
五
年
に
確
立

し
た
と
す
る
の
が
筆
者
の
立
場
で
あ
る
が
、
そ
の
聞
に
は
慶
長
五
年
の
関
ケ
原
の
戦
、
元
和
元
年
の
大
坂
の
陣
な
ど
が
あ
り
、
徳
川
氏
の

勢
力
圏
拡
大
、
天
下
統

一
の
過
程
に
照
応
し
つ
つ
臨
時
的
に
設
置
さ
れ
、
元
和
五
年
を
中
心
に
固
定
化
す
る
の
が
近
世
関
所
の
主
要
な
る
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成
立
過
程
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
箱
根
関
所
の
設
置
年
代
を
示
す
諸
史
料
は
、
そ
の
大
部
分
が
臨
時
的
設
置
で
あ
り
、
た
と
え
ば
慶
長
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五
年
の
分
は
関
ケ
原
の
戦
を
ひ
か
え
、
同
八
年
の
分
は
、
外
様
大
名
の
江
戸
参
勤
の

一
般
化
、
同
十
五
年
の
分
は
西
国
諸
大
名
の
江
戸
参

勤
の
翌
年
、
同
十
九
年
は
大
坂
の
障
を
目
前
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
元
和
五
年
は
福
島
正
則
の
改
易
を
契
機
と
す
る
大
々
的
な
転
封
策
が

推
進
さ
れ
、
諸
大
名
に
対
す
る
政
治
的
・
経
済
的
支
配
が
強
化
さ
れ
る
時
期
と
い
っ
た
具
合
に
、
常
に
軍
事
的
・
政
治
的
動
揺
な
い
し
緊

張
関
係
が
内
在
し
て
い
た
乙
と
は
否
定
で
き
な
い
。

で
は
、
そ
の
聞
に
お
け
る
箱
根
関
所
の
管
理
者
た
る
小
田
原
藩
主
は
、
い
か
な
る
変
遷
を
み
た
の
か
。
天
正
十
八
年
、
豊
臣
秀
吉
の
小

田
原
征
伐
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
後
、
小
田
原
城
主
四
万
五
千
石
と
な
っ
た
の
は
、

徳
川
家
三
河
以
来
の
譜
代
の
功
臣
、
遠
江
三
股
城

主
大
久
保
七
郎
右
衛
門
忠
世
で
あ
る
。
徳
川
氏
の
上
級
家
臣
の
関
東
領
国
内
配
置
に
つ
い
て
は
、

豊
臣
秀
吉
の
意
向
が
反
映
し
て
お
り
、

特
に
忠
世
の
小
田
原
城
拝
領
に
つ
い
て
は
、

『大
三
川
志
』
に
よ
れ
ば
「
大
久
保
忠
世
は
徳
川
家
股
肱
の
臣
也
、

小
田
原
城
に
箱
根
山
を

添
へ
て
与
へ
ら
る
べ
し
」
と
勧
告
、
家
康
に
よ
る
四
万
石
に
併
せ
て
秀
吉
も
五
千
石
の
加
増
を
約
束
し
た
と
い
う
。
秀
吉
に
よ
る
家
康
有

力
家
臣
へ
の
勢
力
扶
植
の
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
忠
世
の
治
世
は
四
年
の
短
期
間
に
終
っ
た
。
そ
の
跡
を
嗣
ぎ
、
文
禄
三
年
小
田
原

城
主
六
万
五
千
石
と
な
っ
た
の
が
、
子
の
忠
隣
で
あ
る
。
忠
隣
は
秀
忠
を
家
康
の
後
嗣
た
ら
ん
こ
と
を
建
白
、
こ
の
た
め
秀
忠
は
「
大
久

保
父
子
を
し
た
し
ま
せ
給
ふ
事
大
方
な
ら
ず
。
江
戸
に
ま
い
ら
せ
給
ふ
時
は
。
常
に
大
久
保
が
家
を
の
み
旅
館
と
な
さ
れ
た
り
」
と
い
う

程
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
権
勢
大
な
る
に
及
び
、
本
多
正
信
父
子
と
の
聞
に
軌
礁
を
生
じ
、

大
御
所
家
康
の
怒
り
に
ふ
れ
て
、
慶
長
十
九
年

正
月
改
易
、
近
江
に
配
流
さ
れ
、

大
久
保
氏
は
二
代
二
十
四
年
の
治
世
で
終
っ
た
。

忠
隣
の
改
易
の
原
因
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、

大
久
保
氏
と
豊
臣
家
と
の
特
別
な
関
係
、
西
国
筋
の
秀
吉
思
顧
の
諸
大
名
な
ど
と
親
近
で

あ
っ
た
こ
と
も
、
無
視
で
き
ぬ
要
因
と
い
え
よ
う
。
豊
臣
勢
力
の
根
絶
を
は
か
る
家
康
に
と

っ
て
、
特
に
大
坂
の
陣
ぞ
目
前
に
ひ
か
え
た

政
治
的
緊
張
の
大
き
な
時
期
に
、
小
田
原
城
と
箱
根
山
の
要
地
を
守
る
忠
隣
の
処
遇
こ
そ
は
、
緊
急
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。
家
康
が
忠
隣
改
易
を
い
か
に
重
大
決
意
で
実
行
し
た
か
は
、
同
年
の
正
月
十
九
日
、
安
藤
重
信
に
小
田
原
城
を
請
取
ら
せ
、
忠
隣
の
家



士
・
郎
等
す
べ
て
の
追
放
を
命
ず
る
と
と
も
に
、
松
平
定
綱

・
高
力
忠
出
・

浅
野
長
重

・
本
多
忠
朝
・
牧
野
忠
成

・
内
藤
清
次
・
西
郷
正

そ
の
士
卒
を
引
具
し
て
小
田
原
城
の
勤
番
を
命
じ
た
こ
と
、

二
十
五
日
に
は
小
田
原
城
で
家
康

・
秀
忠
が
対
面
し、

員
ら
に
、

直
ち
に

当
城
の
外
部
石
墨
を
破
却
せ
し
」
め
、

二
十
七
日
に
は
秀
忠
は
江
戸
へ
出
発
、「
大
御
所
に
は
箱
根
を

「
江
戸
駿
府
の
諸
卒
を
召
集
て
。

過
て
三
島
に
着
せ
ら
る
。
箱
根
山
中
に
は
五
問
づ
h

に
道
を
さ
し
は
さ
み。

ひ
し
と
弓
銃
を
備
へ
道
を
警
固
し
。
西
は
三
島
よ
り
。
東
は

大
磯
平
塚
辺
迄
の
間
往
来
を
抑
留
」
す
る
程
の
厳
戒
の
な
か
を
駿
府
に
帰
っ
た
こ
と
、
等
に
一
部
さ
れ
る
。
小
田
原
城
番
は
安
藤
重
信
が
最

初
で
、
暫
く
城
請
取
り
の
後
始
末
に
滞
留
し
た
が
、
そ
の
後
は
徳
川
家
譜
代
の
諸
大
名
が
次
々
と
引
継
い
だ
よ
う
で
あ
る
。
同
年
四
月
捜

し
た
下
総
古
河
城
主
小
笠
原
信
之
も
、
小
田
原
城
を
守
っ
た
と
い
う
し
、
慶
長
十
九
年
と
翌
元
和
元
年
の

一
ヶ
年
余
の
聞
に
、
城
番
に
は

近世関所及び番所の研究 （丸山）

実
に
十
数
人
が
任
じ
ら
れ
て
お
り
、

各
大
名
の
在
番
期
聞
は
短
く
、
北
条
氏
重
は
四
十
日
勤
め
た
の
み
で
あ
る
。
特
に
、
大
坂
城
攻
撃
の

際
は
、
松
平
成
重

・
戸
沢
政
盛

・
松
平
定
綱

・
西
郷
正
員
の
四
人
が
箱
根
山
と
小
田
原
の
変
に
そ
な
え
て
在
城
し
て
い
る
。

大
坂
の
陣
後

は
、
城
番
の
頻
繁
な
交
代
は
や
ん
で
、
元
和
一
五
年
か
ら
同
五
年
ま
で
近
藤
秀
用
が
城
番
を
つ
と
め
た
。

こ
の
間
、
箱
根
関
所
も
、
慶
長
十
九
年
九
月
に
箱
根
路
の
停
廃
に
よ
り
足
柄
路
通
行
、
同
十
月
に
は
東
海
道

・
中
山
道
に
新
関
所
の
設

置
と
い
っ
た
変
動
を
経
験
し
て
い
る
が
、
小
田
原
城
主
の
政
治
的
変
遷
と
軌
を

一
に
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
元
和
五
年
九
月
、

上
総
大

多
喜
城
主
阿
部
正
秋
が
小
田
原
城
主
五
万
石
と
し
て
入
封
、
従
来
の
番
城
制
は
中
止
さ
れ
た
。

一
方
、
近
藤
秀
用
は
八
月
、
遠
江
引
佐
郡

に
移
封
、
気
賀
関
所
の
管
理
に
あ
た
り
、
ま
た
同
月
に
は
松
平
康
信
が
荒
井
奉
行
、
服
部
政
信

・
同
政
重
が
今
切
番
に
任
命
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
阿
部
氏
の
小
田
原
入
封
は
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
政
治
的
緊
張
に
対
応
す
る
、
近
世
間
所
の
確
立
と
無
関
係
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
同
九
年
十
二
月
、
阿
部
正
次
は
武
蔵
岩
槻
城
主
五
万
五
千
石
に
移
封
、
そ
の
跡
に
は
先
き
に
小
田
原
城
番
を
勤
め
、

続
い
て
気
賀
関
所
を
管
理
し
た
近
藤
秀
用
が
、
翌
寛
永
元
年
に
再
び
小
田
原
城
番
と
し
て
赴
任
し
た
。
秀
用
の
在
任
期
間
は
、

そ
の
残
年

の
寛
永
八
年
二
月
ま
で
で
、
当
時
の
箱
根
関
所
の
状
況
は
、
後
の
小
田
原
城
主
稲
葉
氏
の
承
応
二
年
「
日
記
抜
書
」
に
よ
っ
て
断
片
的
に

知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
箱
根
関
所
の
警
備
状
況
は
、
定
番
人
は
永
井
二
郎
大
夫

・
塚
本
五
郎
兵
衛
の
二
人
、
そ
れ
に
小
田
原
か
ら
足
軽
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の
同
心
五
人
づ
つ
が
一
ヶ
月
交
代
で
詰
め
、
与
力
が
五
日
に
一
度
、
つ
つ
番
所
に
来
る
が
、
こ
れ
以
外
の
知
行
取
や
そ
の
与
力
が
関
所
番
ぞ

勤
め
る
乙
と
は
な
か
っ
た
。
武
具
は
、
鉄
砲
三
挺
（
常
時
、
玉
薬
を
つ
め
て
、
火
縄
に
火
を
つ
け
て
置
く
て

抜
身
）
、
銀
・
刺
又
各
一
本
、
棒
三
本
な
ど
を
飾
道
具
と
し
て
常
備
す
る
。
関
所
改
め
の
内
容
は
、

女
手
形
、
本
多
佐
渡
守
手
形
ニ
而
通
申
候
、

女
乗
物
は
、
定
番
之
女
房
に
見
セ
申
候
、

比
正
尼
・
禿
、
改
申
候
吏
、

弓
二
挺、

鑓
五
本
（
内
、
二
本
は

（史82)440 

男
手
形
に
て
改
申
事
は
、
江
戸
に
盗
人
多
ク
御
座
候
ニ
付
、
此
御
番
之
時
ぷ
手
形
－
一
而
通
し
申
候
、

鉄
地
通
候
時
は
、
小
田
原
家
老
中
之
手
形
ニ
而
通
候
夏
、

と
あ
り
、

ζ

の
ほ
か
「
女
房
之
改
弁
手
負
之
儀
、
堅
被
仰
付
」
と
見
え
る
か
ら
、
そ
の
大
要
は
窺
い
う
る
。
乙
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

従
来
通
説
で
は
箱
根
関
所
で
の
鉄
砲
改
め
を
否
定
し
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
鉄
砲
改
め
を
し
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
よ

（箱
根
）

り
上
方
に
の
ぼ
る
者
の
「
惣
手
形
改
は
、
江
戸
ニ
而
廿
九
年
以
前
一
一
夜
討
・
強
盗
御
座
候
時
分
、
愛
元
御
関
所
手
形
に
て
御
座
候
、
夫
ぷ

今
迄
手
形
ニ
而
通
し
申
候
、
但
手
形
無
之
者
は
、
其
人
に
ぷ
吟
味
仕
通
し
申
候
、
併
唯
今
之
改
程
－
一
而
は
無
御
座
、
大
形
ニ
改
申
候
」
と

の
記
述
も
あ
っ
て
、
関
所
改
め
の
初
期
の
状
況
と
そ
の
推
移
の

一
端
が
知
ら
れ
る
。
承
応
二
年
よ
り
二
十
九
年
前
と
は
、
近
藤
秀
用
が
小

田
原
城
番
に
赴
任
し
、
箱
根
関
所
を
管
理
し
た
寛
永
元
年
で
あ
っ
て
、
後
述
す
る
箱
根
関
所
以
下
に
対
す
る
重
要
な
通
関
規
定
公
布
の
前

年
に
あ
た
る
。

な
お
、
近
藤
秀
用
の
後
任
に
は
、

乙
れ
も
先
き
に
小
田
原
城
番
の
経
験
の
あ
る
高
木
正
成
が
在
番
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
寛
永

九
年
十
一
月
ま
で
番
城
制
が
続
い
た
。

さ
て
、
寛
永
九
年
十
一
月
、
下
野
真
岡
城
主
稲
葉
正
勝
が
小
田
原
城
主
八
万
五
千
石
に
入
封
し
た
た
め
、
大
久
保
、
阿
部
二
氏
に
続
い

て
三
た
び
藩
制
と
な
っ
た
。
正
勝
は
真
岡
時
代
、
四
万
石
で
老
中
を
勤
め
た
が
、
「
相
州
小
田
原
の
城
た
ま
は
り
。
四
万
五
千
石
加
へ
て

八
万
五
千
石
に
な
さ
れ
。
且
箱
根
の
関
は
東
海
道
第
一
の
要
害
な
れ
ば
と
て
。
正
勝
に
警
衛
仰
付
ら
」
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
彼



が
実
母
春
日
局
を
背
景
と
す
る
将
軍
家
と
の
密
接
な
関
係
の
下
に
、
小
旧
原
城
と
箱
根
関
所
を
委
任
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特

に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
年
正
月
に
は
大
御
所
秀
忠
が
現
し
て
、
将
軍
家
光
の
専
制
体
制
の
第

一
歩
を
踏
み
だ
す
こ
と
の
外
に
、
秀
忠

狸
後
の
政
治
的
動
揺
に
関
西
の
諸
大
名
が
乗
ず
る
の
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、

そ
の
江
戸
参
勤
を
停
止
さ
せ
る
方
策
を
講
じ
た
こ

と
、
こ
う
し
た
重
要
な
段
階
に
稲
葉
氏
が
入
封
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
翌
十
年
正
月
、
関
東
地
方
に
大
地
震
が

襲
来
、
小
田
原
城
の
本
丸
以
下
城
盈
が
破
潰
し
た
の
で
、

幕
府
は
大
久
保
忠
隣
の
改
易
時
と
は
逆
に
、

官
金
を
も
っ
て
修
理
を
加
え
、
以

後
も
か
か
る
政
策
を
維
持
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
防
衛
上
の
小
田
原
城
と
箱
根
関
所
の
重
要
性
を
十
二
分
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
の

こ
う
し
た
幕
府
の
基
本
認
識
は
、
寛
永
三
年
七
月
の
駿
河
大
納
言
忠
長
の
大
井
川
浮
橋

一
件
に
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。

証
左
で
あ
る
。

「
凡
此
度
御
上
洛
に
よ
て
。

共
に
行
路
を
修
治
し
駅
館
を
経
営
し
。

巌
石
宇
佐
冊
目。

橋
梁
を
新
に
つ
く

東
海
道
中
の
諸
大
名
城
主
領
主
。

り
心
を
つ
く
し
け
り
。

駿
遠
は
忠
長
卿
し
ろ
し
め
す
所
な
れ
ば
。

殊
更
結
構
を
つ
く
さ
れ
け
る
中
に
も
。

さ
し
も
早
瀬
の
大
井
川
に
浮

橋
を
わ
た
し
。

平
地
の
ご
と
く
往
来
た
や
す
く
か
ま
へ
ら
る
。

供
奉
の
と
も
が
ら
上
下
と
も
に
。
忠
長
卿
の
巧
智
を
感
ぜ
ざ
る
も
の
な

そ
れ
箱
根
。

大
井
の
両
険
は
。
関
東
鎮
護
第

一
の
要

し
。
然
る
に
車
駕
こ
の
橋
に
の
ぞ
ま
せ
給
ひ
。
御
け
し
き
以
外
か
は
ら
せ
給
ひ
。

所
な
り
と
。
神
祖
に
も
今
の
大
御
所
に
も
仰
せ
ら
る
〉
所
に
。

か
く
浮
橋
を
渡
し
。

諸
人
往
来
の
自
由
を
得
せ
し
む
る
事
。
言
語
同
断

近世関所及び番所の研究（丸山）

の
所
為
と
て
。
御
憤
り
大
方
な
ら
ざ
り
し
と
ぞ
」

こ
う
し
た
東
海
道
の
箱
根
山
・
大
井
川
の
軍
事
機
能
に
対
す
る
家
康
・
秀
忠
・

家
光
三
代
の
認
識
は
、
以
後
も
祖
法
の
名
目
で
、
幕
府

の
高
等
政
策
と
し
て
引
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
た
同
時
に
、
寛
永
十
年
の
軍
役
制
に
お
い
て

「
碓
氷
。
小
仏
。
箱
根
。
白
河

五
割
増
て
下
さ
る
べ
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

の
闘
を
こ
え
ば
。

こ
れ
も
一
倍
た
る
べ
し
。
四
関
の
中
は
遠
近
に
か
L
は
ら
ず
。

な
と
と
く
、
近
世
前
期
の
主
要
関
所
の
軍
事
的
・
政
治
的
性
格
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
も
と
に
戻
っ
て
、

稲
葉
正
勝
は
翌
十
一
年
捜
し

て
、
長
子
正
則
が
跡
を
嗣
い
だ
。
稲
葉
氏
の
小
田
原
藩
治
世
は
、
正
則
の
子
正
佳
（
雄
一
む
ま
で
の
三
代
で
、
貞
享
二
年
十
二
月
越
後
高
田

に
移
封
す
る
に
及
ん
で
終
っ
た
。
翌
三
年
正
月
、
下
総
佐
倉
城
主
大
久
保
忠
朝
が
小
田
原
城
主
十
万
三
千
余
石
に
入
封
、
先
祖
の
旧
地
に

441 （史83)



復
し
て
以
後
、
大
久
保
氏
の
治
世
は
幕
末
に
及
ん
だ
。

（史84)442 

以
上
、
天
正
十
八
年
大
久
保
忠
世
の
小
田
原
入
封
に
始
ま
り
、
稲
葉
正
通
の
越
後
高
田
移
封
ま
で
、
江
戸
初
頭

・
前
期
に
お
け
る
小
田

原
城
番
制

・
藩
制
の
推
移
と
、
箱
根
関
所
と
の
関
係
を
素
描
し
た
が
、

次
に
は
こ
の
段
階
に
お
け
る
関
所
制
の
整
備
過
程
に
つ
い
て
見
て

み
た
い
と
思
う
。

註

（1
）
拙
稿
「
参
勤
交
代
制
の
研
究
け
」
（『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
二

O
号
、
昭

ω）。

（2
）
拙
稿
「
近
世
関
所
及
び
番
所
の
研
究
け
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
一
袋
』
第
一
九
号
、
昭

ω）。

（3
）
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』

巻
五
、
慶
長
十
二
年
三
月
条
。

（4
）
右
同
・
巻
廿
五
、
慶
長
十
九
年
正
月
条。

（5
）
右
同

・
巻
廿
六
、
慶
長
十
九
年
五
月
条
。

（6
）
『
小
田
原
市
史
料
・
歴
史
編
』
（
昭
幻
）
二
五
五
頁。

（7
）
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』

巻
廿
六
、
慶
長
十
九
年
九
月
条。

（8
）
右
同
・
巻
廿
九
、
慶
長
十
九
年
十
月
条
。

〈

9
）
近
藤
恒
次

『
東
海
道
新
居
関
所
の
研
究
』
（
昭
H
H

）
二
O

J
一一
一
頁
、

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
五
十
一
、
元
和
五
年
九
月
条
、

所
理
喜
夫
「
郷
土

に
お
け
る
近
世
の
成
立
」

（
『
郷
土
史
研
究
講
座
4
・
近
世
郷
土
史
研
究
法
』

昭
必
、
所
収
）
。

（日）

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』

巻
官
一
、
寛
永
一
九
年
十

－
月
条
。

（
日
）
（
日
）
右
同
・
巻
廿
二
、

寛
永
十
年
正
月
条
。

向
上
、
二
月
条
。

（ロ）

右
同

・
巻
七
、
寛
永
一
三
年
七
月
条
。

，，...、、

一一一、、J
近
世
間
所
制
の
整
備
過
程

近
世
関
所
の
性
格
は
、
「
入
鉄
砲
に
出
女
」
の
言
葉
に
端
的
に
一
不
さ
れ
る
。

入
鉄
砲
に
か
ん
し
て
は
、

慶
長
八
年
十
月
、

結
城
秀
康
が

越
前
よ
り
江
戸
参
勤
す
る
際
、

鉄
砲
改
め
に
あ
っ
た
例
を
み
る
。
『
徳
川
実
紀
』
に
は
、
「
こ
の
時
秀
康
卿
は
越
前
よ
り
出
ら
れ
て
中
山
道

に
か
h
り。

上
野
国
碓
氷
峠
を
越
え
ら
る
〉
と
て
横
川
の
闘
を
過
ら
る
h
時。

関
の
番
人
等
卿
の
供
人
の
中
に
鉄
砲
を
備
へ
ら
れ
た
る



を
見
径
め
て
こ
れ
を
さ
〉
へ
た
り
。
卿
聞
給
ひ
従
者
を
し
て
。

こ
れ
は
番
人
等
が
秀
康
な
る
事
を
し
ら
ず
し
て
遮
る
な
る
べ
し
。
秀
康
な

れ
ば
く
る
し
か
ら
ぬ
ほ
ど
に
。

そ
こ
開
て
通
す
べ
し
と
い
は
せ
ら
れ
け
る
に
。

た
と
ひ
秀
康
卿
に
も
あ
れ
何
人
に
も
あ

番
人
共
聞
て
。

れ
。
公
よ
り
鉄
砲
査
織
す
べ
し
と
置
れ
た
る
関
を
通
す
べ
き
に
あ
ら
ず
と
罵
り
け
れ
ば
。
卿
大
に
怒
り
給
ひ
。
天
下
の
関
所
に
於
て
秀
康

に
無
礼
ふ
る
ま
ふ
は
天
下
を
軽
蔑
す
る
も
の
な
り
。
其
ま
、
〉
に
捨
置
べ
か
ら
ず
。
悉
く
打
殺
せ
と
あ
り
け
れ
ば
。
者
人
ど
も
肝
を
消
し
早

々
逃
去
て
江
一戸
に
ま
い
り
。
こ
の
よ
り
訴
へ
し
に
」
云
々
と
あ
っ
て
、
当
時
、
幕
府
の
諸
関
所
で
鉄
砲
の
検
聞
を
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
慶
長
十
四
年
九
月
に
は
、
酒
井
忠
利
が
諸
国
の
関
所
や
女
手
形
な
ど
を
管
掌
す
る
大
留
守
居
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
徳

川
家
康
ら
が
、
同
年
二
月
、
江
一
戸
に
お
け
る
上
方
大
名
の
証
人
検
査
を
令
し
、
十
月
、
中
国

・
西
国

・
北
国
の
諸
大
名
に
江
戸
で
越
年
す

る
よ
う
参
勤
さ
せ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
大
名
の
証
人
制
や
参
勤
交
代
制
の
成
立
・
形
成
過
程
、
さ
ら
に
は
出
女
の
検
閲
の
開
始
と
無
関
係

で
は
な
い
。
大
名
証
人
制
が
近
世
的
制
度
の
確
立
を
み
ぬ
天
正
十
八
年
以
降
、
慶
長
初
年
代
に
あ
っ
て
は
、
近
世
関
所
は
鉄
砲
改
め
を
、

そ
し
て
同
十
年
代
以
降
は
女
改
め
を
併
せ
お
こ
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
十
年
代
ま
で
は
大
留
守
居
に
し
て
も
臨
時
職
で
、
関
所

A
5）
 

自
体
も
恒
常
性
を
認
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
関
所
制
度
と
し
て
は
確
立
段
階
前
の
過
渡
的
な
も
の
だ
っ

た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
で
あ
ろ
う
。

近世関所及び番所の研究（丸山）

江
戸
幕
府
は
、
元
和
元
年
の
大
坂
の
陣
の
勝
利
に
よ
っ
て
豊
臣
勢
力
を
根
絶
す
る
と
、
同
年
の
閏
六
月
に
は
一
国
一
城
令
、
七
月
に
は

武
家
諸
法
度
を
発
布
し
、
翌
二
年
六
月
に
は
軍
役
令
を
公
布
す
る
な
ど
、
全
国
大
名
の
本
格
的
統
制
ぞ
推
進
し
た
。
同
二
年
五
月
に
は
、大

坂

の

陣

の

戦

後

処

理

と

し

て

、

「

近

国

の

と

も

が

ら

を

し

て

横

川

の

闘

を

守

ら

せ

。

急

ぎ

江

城

要

聞
の
地
を
警
衛
す
べ
し
と
令
」
ぼ
、
八
月
に
は
関
東
十
六
渡
津
に
対
す
る
「
舟
渡
定
」
を
公
布
し
て
、
関
東
の
讐
備
を
厳
重
に
し
勺

そ
の
上
猶
も
府
内
騒
擾
の
事
聞
え
ば
。

定
船
場
之
事

443 C史85)
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葛古

河

栗

橋

関
宿
之
内
大
船
渡
境

神

崎

松

戸

市

JI I 

定
船
場
之
外
、
わ
き
／
＼
に
て
、
み
た
り
に
往
還
之
者
渡
へ
か
ら
さ
る
事、

女
人
手
負
其
外
不
審
成
も
の
、
い
つ
れ
の
舟
場
に
で
も
留
置
、
早
々
至
江
一
戸
可
申
上、

但
酒
井
備
後
守
手
形
於
在
之
は
、
無
異
儀

可
通
事
、

隣
郷
里
か
よ
ひ
の
も
の
ハ
、
所
々
之
舟
渡
を
も
可
渡
、
其
外
女
人
手
負
之
外
、
不
苦
者
ハ
、
其
所
之
給
人
又
は
代
官
之
手
判
を
以

可
相
渡
事
、

酒
井
備
後
守
手
形
雄
在
之
、
本
船
場
之
外
、
女
人
手
負
又
不
審
成
も
の
ハ

一
切
不
可
通
事
、

惣
別
江
戸
へ
相
越
も
の
、
あ
ら
た
む
へ
か
ら
さ
る
事
、

右
条
々
、
於
相
背
族
は
、
可
被
処
厳
科
者
也
、

元
和
二
年
八
月
日

雅 備大対

楽後炊馬

頭守助守

乙
れ
は
定
船
場
以
外
で
狼
り
に
往
還
の
も
の
を
渡
す
こ
と
を
禁
じ
、
女
人
や
手
負
そ
の
他
不
審
な
る
も
の
の
渡
船
場
に
お
け
る
措
置
を

規
定
し
、
定
船
場
を
人
改
め
の
関
所
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
定
船
場
の
分
布
は
、
利
根
川
水
系
の
下
総

・
上
野
・
武
蔵
の



三
ケ
固
に
わ
た
る
。
最
後
の
対
馬
守
以
下
は
順
次
、
幕
府
の
年
寄
安
藤
重
信
・
土
井
利
勝

・
酒
井
忠
利

・
本
多
正
純
・

酒
井
忠
世
で
、
う

ち
酒
井
忠
利
は
幕
府
初
代
の
大
留
守
居
と
し
て
、
女
手
形
と
関
所
の
こ
と
を
管
掌
し
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
右
の
規
定
を
も
っ
て
江
戸
幕
府
の
関
所
法
の
最
初
の
成
文
法
と
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
近
世
関
所
法
の
成

立
と
関
連
す
る
重
要
な
法
令
が
発
布
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る。

そ
れ
は
慶
長
十
九
年
十
月
、
大
坂
冬
の
陣
の
直
前
、
家
康

が
発
布
し
た
軍
陣
法
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
「
人
質
の
外
婦
女
幼
童
は
船
渡
場
に
て
査
披
し
。

あ
や
し
げ
な
る
も
の
は
。
江
城
刷間
後
の
と

も
が
ら
へ
訴
出
ベ
し
。
街
道
の
外
往
還
せ
し
む
べ
か
ら
ず
。
東
国
へ
行
も
の
あ
ら
ば
査
検
す
べ
し
。
（
中
略
）
陣
中
よ
り
帰
る
僕
卒
は
。
そ

無
券
の
も
の
は
査
検
す
ベ
し
」
と
あ
り
、

の
ぬ
し
の
券
を
も
て
往
来
せ
し
む
べ
し
。

「
無
券
の
往
還
を
ゆ
る
さ
ず
」
と
し
た
法
令
と
対
応
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、

続
く
同
月
、
東
海

・
東
山
両
道
に
新
関
を
置
い
て

乙
れ
が
元
和
二
年
の

「舟
渡
定
」

の
前
駆
で
あ
る
こ

と
は
内
容
的
に
も
確
か
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
近
世
関
所
の
成
文
法
の
原
型
は
、
大
坂
の
陣
直
前
の
軍
陣
法
と
し
て
成
立
し
て

お
り
、
そ
の
後
、
江
一戸幕
府
の
全
国
の
諸
大
名
統
制
の
強
化
と
と
も
に
、
急
速
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

近世関所及び番所の研究 （丸山）

翌
六
年
に
は
信
濃
の
浪
合

・
小
野
川
・

帯

川
・
心
川
の
四
関
所
が
設
置
さ
れ
、

続
い
て
同
八
、
九
年
ま
で
に
中
山
道
碓
氷
、

甲
州
道
中
小
仏
の
各
関
所
が
常
置
の
関
所
化
し
た
よ
う

に
、
主
に
二
代
将
軍
秀
忠
の
時
代
に
、
幕
府
権
力
の
集
中
化
に
と
も
な
い
近
世
関
所
の
本
格
的
整
備
が
推
進
さ
れ
、
そ
の
様
相
を

一
変
す

る
程
の
新
展
開
を
見
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
寛
永
年
代
に
入
る
と
関
所
制
度
は
い

っ
そ
う
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
、
寛
永
二
年
八
月
に

は
、
伝
馬

・
駄
賃
馬
の
駕
量

・
賃
銭
な
ど
駅
伝
制
に
か
ん
す
る
規
定
と
と
も
に
、
箱
根
関
所
以
下
に
次
の
よ
う
な
重
要
な
通
関
規
定
が
公

布
さ
れ
た
。

一
苅
和
五
年
に
は
、
東
海
道
筋
で
は
箱
根
・
新
居
及
び
気
賀
の

各
重
要
関
所
が
常
置
さ
れ、

定

445 （史87)

往
還
之
輩
、
番
所
之
前
ニ
而
、
笠
・
頭
巾
を
ぬ
か
せ
相
通
へ
き
事
、

乗
物
に
て
通
候
者
、
乗
物
之
一
戸
を
ひ
ら
か
せ
相
通
す
へ
し
、
女
乗
物
ハ
女
ニ
見
せ
通
す
へ
き
事
、



｛
間
欠
）

公
家

・
御
門
跡
其
外
大
名
衆
、
前
廉
よ
り
其
沙
汰
可
有
之
候
改
る
に
及
へ
か
ら
ず
、
但
不
審
之
事
あ
ら
ハ
格
別
た
る
へ

き
事
、

寛
永
二
年
八
月
廿
七
日

奉
行

（史88)446 

右
此
旨
を
相
守
る
へ
き
者
也
、
閃
而
執
達
如
件
、

乙
の
通
関
規
定
が
、

「御
触
書
寛
保
集
成
』
所
収
の
関
所
高
札
の
文
面
か

ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
幕
府
の
全
関
所
中
、

高
札
を
も
っ
二
十
五
ケ
闘
の
大
部
分
に
お
い
て
、
明
治
二
年
の
関
所
制
度
の
廃
止
ま
で

掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
今
切
関
所
で
は
寛
文
七
年
、

第
三
条
の
後
に
「
鉄
砲
之
儀
、
以
相
定
証
文
可
通
之
事
」
の

一
条
を
追
加

以
後
の
諸
関
所
に
お
け
る
検
閲
の
基
本
と
な
っ
た
こ
と
は
、

し
、
正
徳
元
年
の
高
札
書
替
え
で
は
依
然
と
し
て
右
の
第
四
条
も
生
き
て
い
る
が
、
箱
根

・
根
府
川
・

矢
倉
沢
で
は
正
徳
元
年
次
の
ご
と

く
書
替
え
ら
れ
た
。
今
切
関
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
基
本
的
に

「
相
定
る
証
文
な
き
鉄
砲
ハ
通
す
へ

か
ら
さ
る
事
」
の
一

条
が
欠
落
し

て
い
る
t
H
で
あ
る
。

定

関
所
を
出
入
る
輩
、

笠
頭
巾
を
と
ら
せ
て
通
す
へ
き
事
、

乗
物
に
て
出
入
る
輩
、
戸
を
ひ
ら
か
せ
て
通
す
へ
き
一事
、

闘
よ
り
外
に
出
る
女
ハ
、

つ
ふ
さ
に
証
文
へ
引
合
せ
て
通
す
へ
き
事
、

附
、
乗
物
に
て
出
る
女
ハ、

番
所
の
女
を
差
出
し
て
相
改
む
へ
き
事
、

手
負
死
人
弁
不
審
な
る
も
の
、
証
文
な
く
し
て
通
す
へ

か
ら
さ
る
事
、

堂
上
の
人
々
諸
大
名
の
往
来
、

か
ね
て
よ
り
其
聞
え
あ
る
ハ
沙
汰
に
及
す
、
若
不
審
之
事
あ
る
に
お
ゐ
て
ハ、

誰
人
に
よ
ら
す
改

む
へ
き
事
、

右
条
々
、

厳
密
に
可
相
守
者
也
、
閃
執
達
如
件
、

正
徳
元
年
五
月
日

奉
行



ち
て
、
幕
府
は
寛
永
四
年
八
月
、
江
戸
城
西
丸
一
裏
門
の
番
所
制
を
規
定
し
、

次
い
で
同
六
年
三
月
に
は
江
戸
府
内
で
「
み
だ
り
に
往
還

「
毎
処
に
番
所
を
置
て
守
ら
」
せ
た
が
、
同
八
年
四
月
に
は
信
濃

・
相
模
の
山
々
の
諸
関
所
検

提
出
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
九
月
、

の
路
人
を
刃
傷
す
る
者
多
し
」
と
し
て
、

査
に
役
人
を
派
遣
し
、
そ
れ
ぞ
れ
地
図
を
作
成
、

箱
根

・
根
府
川

・
小
仏

・
碓
氷

・
大
一戸

芝

・
五
料

・
杢
橋

・
関
宿

・
市
川

・
小
岩

・
金
町

・
松一戸

・
房
川
渡

・
中
田

・
新
郷

・
川
俣
な
ど
関
東
の
諸
関
所
に

「
党
」
を
出
し
て
、

子
負
・

女
そ
の
他
不
審
な
る
も
の
が
手
形
な
く
通
関
す
る
の
を
禁
じ
、
狼
り
に
通
行
さ
せ
た
場
合
は
番
人
は
も
ち
ろ
ん
、

処
罰
し
、
欠
落
の
も
の
を
逮
捕
し
た
場
合
は
褒
賞
す
る
旨
を
布
告
し
た
。
乙
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
ん
和
二
年
の
関
東
十
六
波
沖
の
う
ち
白

一
村
の
者
ま
で

近世関所及び番所の研究 （丸山）

井
渡
な
ど
八
ケ
所
が
表
同
上
、

公
式
の
関
所
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
が
、
定
船
場
に
指
定
さ
れ
な
く
と
も
関
所
機
能
を
有
し
た
渡
船
場
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
右
の
八
ケ
所
が
依
然
と
し
て
関
所
に
準
ず
る
機
能
を
保
持
し
た
乙
と
は
当
然
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
寛
永

七
年
、
松
平
重
則
が
留
守
居
と
な

M
V
間
十
年
二
月
に
四
人
（
広
川
に
）

が
常
職
と
な
っ

て
、

従
来
臨
時
的
な
役
職
だ
っ
た
大
沼
守
居
に

代
わ
り
、
諸
国
関
所
の
女
手
形
発
行
な
ど
を
管
掌
す
る
に
い
た

っ
た
が
、

次
い
で
同
十
二
年
の
武
家
諸
法
度
の
改
訂
で
は
、
参
勤
交
代
の

制
度
伯
、

道
路

・
駅
馬
・
舟
梁
等
の
整
備
、
五
百
石
積
以
上
の
船
舶
所
有
禁
止
、
そ
し
て

「
私
之
関
所
、
新
法
之
津
留
」
禁
止
が
打
出
さ

〔

m）

れ
た
。
絞
上
の
こ
と
か
ら
、
近
世
関
所
に
か
ん
す
る
幕
府
の
基
本
政
策
は
、

慶
長
年
代
に
始
ま
り
、

慶
長

・
元
和
の
一
父
の
大
坂
の
陣
前
後

か
ら
相
貌
を
あ
ら
わ
し
、
寛
永
初
年
代
に
骨
組
み
を
終
え
、
同
十
二
年
の
武
家
諸
法
度
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
決
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、

そ
の
後
の
関
所
制
の
展
開
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
寛
永
十
三
年
の
参
勤
交
代
制
実
施
、
私
関
禁
止
以
後
の
幕
府
の
関
所
政
策
は
、

概
し
て
固
定
化
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
現
実
面
で
は
幕
府
権
力
の
強
大
化
に
と
も
な
う
将
軍
｜
大
名
聞
の
主
従
制
の
成
立
に
よ
り
、

447 C史89)

領
主
間
矛
盾
が
止
場
さ
れ
た
結
果
、
関
所
機
能
は
諸
大
名
対
策
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
領
主
｜
農
民
聞
の
基
本
矛
盾
の
激
化
に
対
応
し

て
、
次
第
に
治
安
警
察
機
能
の
側
面
を
濃
厚
に
し
は
じ
め
た
乙
と
は
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は、

前
述
の
寛
永
六
年



の
江
戸
府
内
に
お
け
る
番
所
制
の
設
定
に
端
緒
的
に
認
め
ら
れ
る
が
、
同
八
年
九
月
に
武
蔵

・
上
野
方
面
｜
特
に
忍

・
熊
谷

・
本
庄

・
佐

野

・
館
林
な
ど
、
さ
ら
に
笛
吹
峠
か
ら
板
橋
ま
で
一
帯
ー
に
騒
動
が
発
生
し
た
と
き
、
館
林
城
な
ど
で
は
足
軽
を
佐
田

・
川
俣
関
所
な
ど

に
派
遣
し
て
情
報
収
集
や
防
禦
の
準
備
に
懸
命
だ
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に、

大
名
の
諸
城
と
諸
関
所
と
が
有
機
的
に
関
連
、
補

完
し
あ
い
な
が
ら
、
軍
事
機
能
に
限
ら
ず
治
安
警
察
的
機
能
を
も
発
揮
し
は
じ
め
て
い
る
乙
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
最
も
象
徴

（史90)448 

的
な
も
の
が
、
幕
藩
体
制
の
確
立
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
三
代
将
軍
家
光
の
担
後
、
す
な
わ
ち
慶
安
四
年
七
月
、
家
綱
将
軍
宣
下
の
直

前
に
発
生
し
た
由
比
正
雪
事
件
に
お
け
る
関
所
対
策
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
寛
永
十

一
年
八
月
、
幕
府
は
東
海
道
の
五
万
石
以
下
の
諸
城
主

す
べ
て
に
加
封
し
て
優
遇
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
翌
十
二
年
十
月
に
は
、
江
戸
J
京
都
聞
の
道
中
に
盗
賊
が
多
い
と
の
理
由
で
、
小
田

原

・
駿
府

・
岡
崎

・
大
垣

・
亀
山
の
五
ケ
所
に
金
十
枚
づ
つ
を
か
け
置
い
て
検
閲
す
る
よ
う
に
と
歩
行
目
付
を
派
遣
し
、
治
安
対
策
を

（お）

厳
に
し
た
り
し
て
い
た
。
そ
の
幕
府
が
最
重
要
視
し
た
東
海
道
の
駿
府
J
江
戸
間
を
舞
台
と
し
て
、
由
比
正
雪
ら
の
牢
人
騒
動
が
発
生
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、
幕
府
に
と
っ
て
深
刻
な
政
治
問
題
と
な
っ

た。

こ
の
慶
安
事
件
の
発
覚
は
、
四
年
七
月
二
十
三
日
夜
の
正
雪
謀
叛
の
訴
人
に
始
ま
り
、
同
夜
丸
橋
忠
弥
は
逮
捕
さ
れ
た
が
、

正
雪
は
二

十
二
日
総
勢
十

一
人
で
江
戸
を
発
ち
駿
府
に
む
か
っ
て
い
る
。
正
雪
は
駿
府
に
在
っ
て
東
西
に
命
令
を
下
す
と
か
、
久
能
山
を
押
え
て
そ

の
金
銀
を
奪
い
、

東
海
道
五
十
三
次
に
放
火
し
、
江
戸
焼
払
い
の
後
は
駿
府
に
集
合
す
る
と
の
計
画
も
あ
っ
た
と
か
諸
説
が
あ
る
が
、
何

れ
に
し
て
も
、
幕
府
は
駿
府
に
む
か
つ
た
正
雪
逮
捕
を
先
決
問
題
だ
と
し
て
、

二
十
四
日
に
老
中
が
協
議
し
て
、
街
道
の
警
備
な
ら
び
に

箱
根
関
所
で
の
通
行
者
の
検
聞
を
厳
重
に
す
る
よ
う
、
小
田
原
城
主
稲
葉
正
則
に
A
閉
じ
、
ま
た
新
番
頭
の
駒
井
親
昌
を
上
使
と
し
て
駿
府

に
派
遣
し
問
。
そ
こ
で
小
田
原
藩
で
は
急
拠
、
箱
根
関
所
以
下
の
諸
関
所
な
ど
に
増
員
を
お
こ
な
い
警
戒
に
あ
た
ら
せ
た
が
、

そ
の
内
容

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
先
ず
、

箱
根
関
所
で
は
本
番
六
人
に
加
番
・
足
軽
と
も
四
十
人
、
外
に
小
頭
六
人
を
増
員
、
根
府
川
関
所
で

は
本
番
三
人
に
加
番

・
足
軽
と
も
九
人
、
仙
石
原
関
所
で
は
定
番
一
人
に
加
番

・
足
軽
と
も
七
人
、

矢
倉
沢
関
所
で
は
本
番
二
人
に
加

番
・
足
軽
と
も
九
人
、
河
村
関
所
で
は
定
番
一
人
に
加
害
・

足
軽
と
も
三
人
を
増
員
、
鉄
砲

・
弾
薬
を
準
備
さ
せ
た
。
ま
た
、
御
厨

・
塔



之
、
沢
・
板
橋
番
所
・
山
王
番
所
・
一
色
村
・
渡
辺
、
さ
ら
に
浦
々
改
め
な
ど
に
役
人
を
急
派
し
、
道
中
継
飛
脚
所
の
新
宿

・
川
崎
の
二
宿
に

務
士
を
置
き
、
小
田
原
城
の
本
丸
、
二
ノ
丸
裏
門
及
び
広
聞
に
そ
れ
ぞ
れ
藩
士
を
増
詰
さ
せ
て
、
緊
急
時
に
備
え
た
。
十
人
余
の
牢
人
へ
の

対
策
に
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
大
が
か
り
の
準
備
態
勢
を
と

っ
て
検
聞
を
厳
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
幕
府
は
二
十
六
日
、
御
側
兼
平台
頭

（お）

の
中
根
正
盛
の
与
力
を
中
山
道
碓
氷
関
所
に
派
遣
、
新
居
関
所
に
対
し
て
は
関
所
奉
行
佐
橋
甚
平
に
右
中
連
署
の
害
状
を
も
っ

て
、
不
審

な
る
も
の
の
関
所
通
行
は
検
闘
を
入
念
に
す
る
よ
う
命
じ
、
事
件
の
波
及
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
努
力
し
た
。

乙
の
聞
の
箱
根
関
所
に
お
け
る
検
閲
態
勢
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
若
干
触
れ
て
お
乙
う
。

小
田
原
藩
で
は
駒
井
親
昌
が
到

二
十
四
日
、

着
、
休
憩
し
た
際
、
事
件
の
発
生
を
知
り
、
上
方
に
の
ぼ
る
通
行
者
を
箱
根
に
二
日
間
ほ
ど
滞
留
さ
せ
る
よ
う
申
渡
主
れ
、

ま
た
徒
党
の

牢
人
が
駿
州
江
尻
宿
辺
に
お
り
、
残
り
も
集
合
す
る
旨
を
告
げ
ら
れ
た
の
で
、
先
き
の
厳
戒
態
勢
を
と

っ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
二
十
五
日

に
は
幕
府
よ
り
奉
書
が
到
着
、
そ
の
内
容
は
「
弥
廿
五
日

・
廿
六
日
箱
根
罷
通
り
候
者
可
被
差
留
候
、
徒
党
之
内
三
人
早
御
捕
候
、
右
両

日
相
過
候
共
、
常
ぷ
入
念
不
審
成
者
有
之
ば
留
置
可
申
侠
」
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
、
箱
根
関
所
で
は
駒
井
親
日目
の
配
下
五
十
人
と
榊
原
越

中
守
の
配
下
六
十
一
人
、
さ
ら
に
大
坂
番
代
松
平
丹
波
守
の
組
中
の
み
は
通
過
を
認
め
、
他
は
す
べ
て
往
来
を
遮
断
、
牢
人
逮
捕
に
万
全
を

期
し
た
。
二
十
七
日
に
は
、
正
雪
見
知
り
の
も
の
一
人
を
派
遣
す
る
の
で
、
箱
根
に
差
置
く
よ
う
に
と
の
奉
書
が
到
来
、
ま
た
去
る
二
十
三

近世関所及び番所の研究 （丸山）

一
方
、
駿
府
か
ら
宿
次
で
、
正
雪
ら

一
味
は
駿
府
梅
屋
町

で
自
害
、

ま
た
は
逮
捕
さ
れ
た
と
の
報
告
も
あ
り
、
事
件
は
い
ち
お
う
終
結
し
た
が
、
箱
根
関
所
で
は
牢
人
の
偽
手
形
通
行
の
件
と
か
、

日
昼
に
当
関
所
を
通
過
し
た
正
雪
の
関
所
手
形
に
つ
い
て
取
調
べ
が
あ
っ
た
。

相
州
十
日
市
場
に
牢
人
が
い
る
旨
の
注
進
で
稲
葉
勘
解
由
が
足
軽
三
十
人
を
率
い
て
逮
捕
に
む
か
う
と
か
緊
張
の
連
続
で
、

で
厳
戒
態
勢
を
布
そ
そ
の
間
多
く
の
牢
人
者
を
捕
え
た
の
で
あ
弱

八
月
四
日
ま

右
は
由
比
正
雪
ら
牢
人
の
謀
叛
に
端
を
発
す
る
関
所
の
警
戒
態
勢
で
あ
っ
て
、
小
田
原
藩
の
軍
事
的
か
つ
治
安
警
察
的
機
動
性
が
各
裏

闘
に
も
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
が
箱
根
関
所
を
き
わ
め
て
重
要
視
し
た
乙
と
は
、
相
次
ぐ
関
所
へ
の
通
達
に
よ

っ
て
も
知
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ら
れ
る
が
、

こ
の
事
件
を
契
機
に、

周
年
の
十
二
月
に
は
箱
根

・
新
居
・

気
賀
の
三
関
所
な
ど
に
対
し
、
「
上
使
弁
継
飛
脚
之
外
夜
通
し



（
明
日
）

一
切
通
し
申
間
敷
一事
」
と
い
う
「
覚
」
を
出
し
て
、
夜
間
通
行
の
規
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

万
治
二
年
に
は
江
戸
市
中
の
関
所
女
手

（

初

）

形
の
申
請
所
指
定
を
お
乙
な
っ
た
。

後
者
は
、
従
来
江
戸
市
民
の
女
手
形
は
幕
府
留
守
居
が
発
行
し
た
の
を
、
町
奉
行
の
手
に
移
行
し
た

も
の
で
、
一

般
庶
民
の
旅
行
が
降
昌
に
お
も
む
く
趨
勢
に
対
応
す
る
関
所
政
策
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
寛
文
元
年
に
は

「
女

手
形
可
書
載
覚
」
を
指
定
、
ま
た
中
川
番
所
に
も
一
般
関
所
と
刷
趣
旨
の
高
札
文
言
を
掲
示
さ
せ
る
な
ん
古
関
所
政
策
の
い
っ
そ
う
の
推

進
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
、
数
度
の
改
正
を
経
て、

元
禄
十
四
年
に
確
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
関
所
に
お
け
る
女
改
め

の
重
点
が
、

一
般
庶
民
に
移
行
し
た
こ
と
は
、
既
述
の
と
と
き
幕
藩
制
確
立
に
と
も
な
う
矛
盾
関
係
の
転
化
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

註

（1
）
『
東
照
宮
御
実
紀
』
巻
七
、

慶
長
八
年
十
月
条
。
な
お
、

（2
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
六
十
一、

病
井
忠
利
の
項
。

（3
）
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
巻
九
、
慶
長
十
四
年
二
月
条
。

（4）

右
同
・
巻
十
一
、
慶
長
十
四
年
十
月
条
。

（5
）
拙
稿

「
近
世
関
所
及
び
番
所
の
研
究
け
L

（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
一
要
』

第
十
九
号
、

昭仙叩）。

（
6
）
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』

巻
四
十
二
、
元
和
二
年
五
月
条
。

（7）〈ロ）

『御
触
書
寛
保
集
成
』
二
、

関
所
之
部
。

（8
）
双
川
喜
文
「
江
戸
幕
府
法
と
裁
判
か
ら
み
た
関
所
の
木
質
」
（
「
日
本
歴
史
』

二
七
一口可
、
昭
必
）
。

（
9
）
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
巻
廿
九
、
慶
長
十
九
年
十
月
条。

（印）

『大
猷
院
殿
御
実
紀
』
巻
五
、
寛
、
一
二
年
八
月
条
。

（日）

『
徳
川
禁
令
考
』

第
四
険
、
三
O
八
頁
。

（日）

『大
猷
院
殿
御
実
紀
』

巻
十、

寛
永
四
年
八
月
条
。

（M
）
右
同
・
巻
十
三
、
寛
永
六
年
三
月
条
。

（
日
）
右
同

・
巻
十
七
、
寛
永
八
年
四
月
条
。

（日）

右
問
・
巻
十
八
、
寛
永一
八
年
九
月
条
。
な
お
、
『
憲
教
類
山内
抄
』
十
に
は
H

番
人
H

を
「
其
番
之
者」

と
し
、

頭
舟
宿
等
」
と
し
て
い
る
。

（
げ
）
拙
稿

「
近
世
の
渡
場
に
関
す
る
若
干
の
問
題
」
（
豊
田
武
教
授
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
近
枇
史
の
地
方
的
展
開
』
昭
必
、
所
収
）
。

（
凶
）
『
東
武
実
録
』
三
十

一
。

（
四
）
『
吏
徴
別
録
』
上
、
御
留
守
層
の
項
、

『
武
徳
編
年
集
成
』
四
十
九
に
も
同
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
。

『御
当
家
令
条
』
巻
十
九
は

「船

『
柳
営
秘
鑑
』

三、

御
留
守
居
支
配
の
項
。
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（
初
）
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
て

武
家
諸
法
度
之
部
。

（
幻
）
『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』

巻
十
八
、
寛
永
八
年
九
月
条
。

（
詑
）
右
同
・
巻
廿
六
、
寛
永
十
一
年
八
月
条
。

（
お
）
右
同
・
巻
廿
九
、
寛
永
十
二
年
十
二
月
条
。

（M
）
進
士
慶
幹
『
人
物
叢
書
槌
・

由
比
正
雪
』

（
昭
総
）
一

三
七
J
一
四
O
頁。

（
お
）
（
部
）
慶
安
四
年
『
永
代
日
記
』
七
月
二
十
四
日
J
八
月
四
日
条
。

（
部
）
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
巻
て
慶
安
四
年
七
月
条
。

（
幻
）
『
図
説
日
本
文
化
史
大
系

・
江
戸
時
代
上
』
（
昭
詑
）
七
四
J
五
頁
所
収
文
書
。

（m
U
）
『
教
令
類
纂
』
初
集
九
十
七
。

（
ω）
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
二
、
関
所
之
部
。

（
況
）
『
徳
川
禁
令
考
』
第
四
牧
、

コ
二
五
J
六
頁
、
三
二
七
頁
。

（四）

む

す

び

に

か

え

て

江
戸
前
期
に
お
け
る
箱
根
関
所
の
実
態
は
、
寛
永
十
八
年
に
始
ま
っ
て
天
和
三
年
に
終
る
、
小
田
原
藩
主
稲
葉
家
の
「
永
代
日
記
」
に

よ
り
、
そ
の
全
貌
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
同
日
記
を
主
要
史
料
と
し
て
、
幕
藩
制
確
立
期
の
小
田
原
藩
と
箱

根
関
所
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
究
明
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
提
た
る
導
入
部
分
に
紙
幅
を
つ
い
や
し
て
、
本
論
た
る
箱
根
関
所
の

構
成
、
機
能
な
ど
主
要
な
問
題
に
は
全
く
ふ
れ
ず
に
終
り
、
論
旨
も
不
分
明
に
な
っ
た
う
ら
み
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
近
々
別
稿
に
よ
っ
て

こ
の
欠
を
補
う
予
定
で
あ
る
の
で
、
併
せ
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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